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戦後における保健体育科教員養成機関の変遷

掛水通子

はじめに

本研究者は女子体育教員養成機関の変遷に関心を

持ち、すでに、戦前の変遷については報告した 1)0

次いで、戦後の女子体育教員養成機関の変遷を明ら

かにしようとしたが、新制大学の多くは共学となり、

女子は女子大にも共学大にも入学できることとなっ

たことから、女子体育教員養成機関の変遷とは、ほ

ほ全体育教員養成機関の変遷を意味することとな

り、本研究を開始するに至った。

昭和24(1949)年に教育職員免許法による新教員養

成制度が始まり半世紀が経過した。その間に保健体

育科教員養成機関も変遷してきた。戦後の保健体育

科教員養成機関の変遷に関しては、前田 2)や木下3)

の報告があるが、それぞれ十分ではない 4)。また、

戦後全期間を通じて、保健体育科教員免許状が取得

可能であった大学・短大をまとめた資料もみられな

ぃ5)0 

本研究の目的は、戦後における保健体育科教員養

成機関の変遷を明らかにすること、および、戦後の

保健体育科教員養成機関の変遷の特色と問題点を検

討することである。紙幅の都合から、変遷の全体像

を明らかにするに留め、各機関の細部については別

稿で報告する。

本研究での保健体育科教員養成機関とは、その大

学で単位修得することによって中学校高等学校保健

体育科教員免許状を取得できる機関とする。免許状

授与の所要資格を得させるための課程には「正規の

課程J、9聴講生の課程」、「専攻科の課程」、「大学院

の課程」があり、さらには、教員養成所等「指定」

の養成機関もあったが、本研究では「正規の課程」

について報告する。 I正規の課程」とは国・公・私

立大学学部、短大である。本研究では、各大学関係

資料、文部省関係資料、官報等を資料として用いた。

1 新教員養成制度の特色

戦前の教員免許状は教員菱成を目的とした官立の

師範学校、高等師範学校の卒業生と無試験検定（指

定学校・許可学校）、試験検定合格者に授与される

ものであった。昭和24年の新制度では、学校差は廃

止され、大学での修業（年限）と単位の履修により

教員免許状を取得できる開放制となった 6）。しか

し、この無条件開放制は昭和28年の改正で、文部省

が免許状授与の所要資格を得させるための課程とし

て認める課程で修得しなければならない（課程認定）

制限的開放制となった 7)。免許基準は昭和29年の

改正で基礎が作られ、その後も単位数に関して等、

度々改正があった。最近では昭和63年、平成10年の

改正で教職専門科目数が増大している。開放制であ

るものの、次第に画ー化されてきたといえる。

官報に掲載された文部省告示から整理した昭和29

年の最初の課程認定校を表 lに、改正による平成2

年の課程認定校を表2に示した。昭和29年4月から

適用された中学校教諭、高等学校教諭保健体育科の

最初の課程認定校は大学58校、短大8校の計66校で

あった。この時の官報には大学名のみを掲載してい

る。大学の内訳は国立大学52（教貝養成学部46.そ

の他6)、公立大学 2、私立大学 4であった。大多

数が各都道府県に設置された主として旧師範学校を

母体とした教員養成学部であったことがわかる。短

大は公立 1、私立7であった。これらの大学短大の

うち、新制大学、短期大学発足時には設立されてい
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なかった大学・短大3校には（）内に設立年を記し

た。表中に※印を付した大学・短大は平成2年の改

正で課程認定を受けなかった大学である。

平成2年4月から適用の課程認定校は大学75校、

短大11校の計86校で、昭和29年より20校増加してい

る。この時は大学名だけではなく、課程、学科名も

掲載されている。大学の内訳は国立大学57（教員養

成学部49・その他8)、私立大学18であった。私立

1大学が消え、私立15大学増加したことが大きな変

化である。教員養成系国立大学では課程別の認定と

なり、大学数は49であるが課程数は67となる。昭和

29年にはなかった特別教科教員養成課程保健体育科

と教員免許状取得を卒業要件としない、いわゆるゼ

ロ免8)の総合科学課程、健康科学課程等の新課程

が加わっている。

新教員養成制度における保健体育科教員免許状の

課程認定校からみて、特別教科教員養成課程保健体

育科の設置、体育関係ゼロ免課程の設置、私立大学

の増加が保健体育科教員養成機関の変遷の特色であ

ろう。

昭和29年4月1日適用

全66校 大学58校

公立大学

私立大学

短大

表1

国立大学52校
教員養成大学・学部
46校 北海道学芸大学

弘前大学
岩手大学
※東北大学
秋田大学
山形大学
福島大学
茨城大学
宇都宮大学
群馬大学
埼玉大学
千葉大学

教員養成学部以外の学部
6校 北海道大学

東京大学
京都大学

※大阪市立大学

※中央大学第一部・第二部
玉／1|大学第一部

保健体育科教員免許状正規の課程の諫程認定校
官報および文部省、各大字資料から作成

東京学芸大学
横浜国立大学第一部
新潟大学
宮山大学
金沢大学
福井大学
山梨大学
1言州大学
岐阜大学
静岡大学
愛知学芸大学
三重大学

8校公立短大

私立短大

滋賀大学
京都学芸大学
大堅学芸大学第一部
神戸大学
奈良学芸大学
和歌山大学
鳥取大学
島根大学
岡山大学
広島大学第一部
山口大学
徳島大学

香川大学
愛媛大学
高知大学
福岡学芸大学
佐賀大学
長崎大学
熊本大学
大分大学
宮崎大学
鹿児島大学

2校

4校

※東京教育大学
お茶の水女子大学
奈良女子大学

※大阪女子大学

順天堂大学（体育学部昭和 26年設匿）
日本体育大学

長崎県立女子短期大学

東京女子体育短期大学
※東京女子大学短期大学部
中京女子短期大学
熊本冠期大字第一部•第二郎

（昭和 29年 12月7日文部省告示第百号、昭和 30年 2月8日文部省告示第三号、昭和 30年 3月24日文部省告示第二十九号）
教育暖貝免許法第五条別表第一備考第一号の二の規定により左記大学の正規の課程を免許状授与の所要資格を得させるための適当な課程として
認定し、昭和 29年4月1日から適用する。 文部大臣

（注） •免許状の種類 中学校教輸免許状・高等学校教脆免許状
・官報には学部学科名は記載していない。
・大学名の後の（ ）の年は設置年。（ ）がない大学は昭和 24年の新制大学設置時、短大は 25年の短大設置時の設置。
・※印は平成2年の認定時までに廃止あるいは認定をやめた大学である。

1校

7校
日本女子体育短期大学
※天理短期大学（保健体育科昭和 26年設置）
日本体育大学女子短期大学（昭和 28年設置）
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表2

m 大学75校 国立大学57校
教員養成大学・学部（教育学部・学校教育学部）
49校 小（初等）あるいは中学校（中等）教員（教育教貝）養成課程

49校北海道教育大学 横浜国立大学 京都教育大学 香川大学
弘前大学 新潟大学 大阪教育大学 愛媛大学
岩手大学 0上越教育大学 〇兵庫教育大学 高知大学
0宮城教育大学 宮山大学 神戸大学 福岡教育大学
秋田大学 金沢大学 奈良教育大学 佐賀大学
山形大学 福井大学 和歌山大学 長崎大学
福島大学 山梨大学 鳥取大学 熊本大学
茨城大学 信州大学 島根大学 大分大学
宇都宮大学 岐阜大学 岡山大学 宮崎大学
群鳥大学 静岡大学 広島大学 鹿児島大学
埼玉大学 愛知教育大学 山口大学 0琉球大学
千葉大学 ＝重大学 0嗚門教育大学
東京学芸大学 函賀大学 全校 中一種・高一種

高等学校教員養成課程
1校金沢大学 中一種・高一種

特別教科教貝養成課程
7校 福島大学 0東京学芸大学 0京都教育大学 〇島根大学
0嵩知大学 0福岡教育大学 0鹿児島大学 全校 中一種・高一種

教科教育学科体育教育学
1校〇広島大学 中一種・高一種

教員免許取得を卒業用件としない（ゼロ免）課程
9校北海道教育大学教育学部 0総合科学課程 人間科学コース 中一種・高一種

0健康科学課程 生涯スボーツ3ース中一種・高一種
東京学芸大学 教育学部 0人間科学課程 生涯スボーツ専攻中一種・高一種
横浜国立大学 教育学部 0生涯教育課程 社会体育J-ス 中一種・高一種
金沢大学 教育学部 0スボーツ科学課程 中一種・高一種
雙岡大学 教育学部 0総合教育課程生涯教育J-迂生涯麻゜ーツ選修中一種・嵩一種
京都教育大学 教育学部 0総合科学課程 スポーツ・健康3ース 中一種・高一種
大阪教育大学 教育学部 0教養学科枯＇ーツ・健康科学•生活環境専攻（スポ'-93ース）中一種・高一種
和歌山大学 教育学部 0文化社会課程 生涯教育壬ス 中一種・高一種
佐賀大学 教育学部 0総合文化課程社会文化J-;(保健体育系中一種・高一種

教員養成学部以外の学部
8校 北海道大学 教育学部 教育学科 中一種・高一種

東京大学 教育学部 体育学健康教育学科 中一種・高一種
京都大学 教育学部 教育学科 中一種・麻一種
0筑波大学 体育専門学群 中一種・高一種
お茶の水女子大学文教育学部 舞踊教育学科 舞踊教育学 中一種・高一種
奈良女子大学 文学部 教育学科 体育学専攻 中一種・高一種
徳島大学 総合科学部 総合科学科健康科学壬刀保健体育教育専修中一種・商一種
0鹿屋体育大学 体育学部 体育・スボーツ課程 中一種・高一種

平成2年保健体育科教員免許状正規の課程の課程円酋月ぱぴ文部省、各大学資料から作成

私立大学18校
0仙台大学
0文教大学
0国際武道大学

0国士舘大学

隕天堂大学

玉川大学
0東海大学

0早稲田大学
0中京大学

短大 11校公立短大

私立短大

2校

9校

体育学部
教育学部
体育学部

体育学部
文学部
体育学部

文学部
体育学部

0東京女子体育大学体育学部
0日本大学 文理学部
0日本女子体育大学体育学部
日本体育大学 体育学部

人間科学部
体育学部

0中京女子大学 体育学部
0大阪体育大学 体育学部
0武庫川女子大学 文学部
0天理大学 体育学部
0福岡大学 体育学部

0岡山県立短期大学
長崎県立女子短期大学

0北海道女子短期大学
東京女子体育短期大学
日本女子体育短期大学

日本体育大学女子短期大学
中京女子大学短期大学部
0大阪成践女子短期大学
0武庫川女子大学短期大学部
0九州女子短期大学
熊本冠期大学

科

程

科

科

学

科

課

学

学

科

学

科
育
科
科
科
科
科
科
科
科
科
育
科
科
科
科
科
科
育
ツ
科
育
科
科
科
科
科
科

学
教
学
学
学
学
学
学
学
学
学
体
学
学
学
学
学
学
体
一
学
教
学
学
学
学
学
学
科
科

育
等
道
育
育
育
育
康
育
育
道
会
育
育
育
育
康
道
会
ポ
育
康
道
育
育
育
育
育
育
育

体
初
武
体
体
教
体
健
教
体
武
社
体
体
体
体
健
武
社
ス
体
健
武
体
体
教
体
体
体
体

教育学専攻

体育専攻

保健体育科
保健体育学科
体育科 体育専攻
体育科 舞踊専攻
体育科
体育学科
体育学科
体育学科
体育科
社会科 生涯スボーツ専攻諌程

種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種

高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
裔
高
高
高

種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
種
直
項
項

―
ニ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
―

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中

（平成2年3月26日文部省告示第24号）
教育暖員免許法（昭和二十四年法律第百四十七号）別表第一備考第五号の規定に基づき、教員の免許状授与の所要資格を得させるための
課程として次のとおり認定した。
平成2年3月26日 文部大臣
I.教育聰員免許法施行規則等の一部を改正する省令（平成元年文部省令第三号）附則二項の規定に基づく申請のあった課程
II. I以外の課程
I以外の課程として別記されているもの下記4課程も一緒に記入した。
北海道教育大学健康科学課程 東京学芸大学人間科学課程 金沢大学スポーツ科学課程 熊本短期大学社会科生涯スポーツ専攻課程

•免許状の種類 中一種：中学校教箭一種免許状、 中二種：中学校教愉二種免許状、高一種：高等学校教詑一種免許状
・O印は昭和 29年以後の認定大学名、課程等である。

（注）
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2 保健体育科教員養成機関の変遷

(1)国立教員養成大学・学部

①小中学校教員養成課程での中高保健体育科教員養成

昭和24年の新制大学発足時に、各都道府県の国立

大学に教員養成を目的とする大学、学部が1学部置

かれた。それらは当初、大学の設立事情から学部名

称が異なり、学芸大学7、教育学部20、学芸学部199) 

であった。これらの教員養成学部の母体となったの

は戦前の教員養成を目的とした官立の師範学校であ

った。師範学校同様、これらの大学は小学校教員養

成課程、中学校教員養成課程が主であったが、小中

の課程においても高校の教員免許は取得できる制度

であった。表 1中の46校で保健体育科教員が養成さ

れていたことになる。

その後、琉球大学（昭和25年開学昭和47年国立と

して設置）、宮城教育大学（昭和40年設置）、兵庫教

育大学（昭和53年設置昭和57年学生受け入れ）、上

越教育大学（昭和53年設置昭和56年学生受け入れ）、

鳴門教育大学（昭和56年設置昭和61年学生受け入れ）

が保健体育科教員養成に加わった。

宮城教育大学の設置に伴い、昭和40年に東北大学

は教員養成課程の募集を停止した。鳴門教育大学と

兵庫教育大学の設置に関連して、徳島大学と神戸大

学は教貝養成学部を目的養成ではない学部に改組し

た。徳島大学は昭和61年に教育学部を改組し総合科

学部とし、神戸大学は平成4年に教育学部を改組し

発達科学部とした。目的養成ではなくなったが、両

大学ともに、中高保体教員免許については課程認定

されている。

②高等学校教員養成の課程

昭和24年に、高校教員養成のための課程を設置し

たのは広島大学と金沢大学のみであった（表 3)。

広島大学教育学部高等学校教育科体育科は広島女子

高等師範学校体育科の発展したものであり、昭和39

年4月に高等学校教員養成課程と改称し、昭和53年

6月には改組により、教科教育学科体育教育学専修

となった。金沢高等師範学校には体育科はなかった

が、新制金沢大学は高等学校保健体育科教員養成を

目的とする教育学部三部を設置した。昭和37年に体

育科、昭和48年には高等学校教員養成課程とした後、

平成 8年の改組で募集停止した。これにより、国立

大学教育学部高校教員養成課程は皆無となった。

表3 戦後における国立大学教員養成学部高等学校教員養成の課程保健体育科の変遷
平成11年4月現在

高等学校教員養成の課程設置年月
：改組改称等年月
：改組に伴う募集停止年月

昭和 24年 5月 金沢大学教育学部三部（高等学校保健体育科教員養成を目的とする）
昭和 24年 5月 広島大学教育学部高等学校教育科体育科

昭和 37年改 金沢大学教育学部体育科（高等学校保体科教員養成を目的）

昭和 39年4月改 広島大学教育学部高等学校教員養成課程体育科
昭和 48年改 金沢大学教育学部高等学校教員養成課程

昭和 53年6月改 広島大学教育学部教科教育学科体育教育学専修
昭和 54年度から広島大学教育学部高等学校教員養成課程募集停止

平成8年4月 金沢大学教育学部改組高等学校教員養成課程募集停止
出典：各大学関係吏料、各大学史、各大学平成 12年度入学案内

大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．
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③特別教科教員養成課程保健体育科の設置と廃止、

ゼロ免課程の新設

前述したように、高校教員養成課程は 2校に過ぎ

なかった。そこで、高校教員を養成するための「当

該教科の教員不足に対処する便宜的措置10)」であ

ると評価されている臨時の施策として、特別教科教

員養成課程が設置された。表4に示したように、保

健体育科は昭和27年設置の金沢大学教育学部から昭

和42年の島根大学教育学部、福岡教育大学教育学部

に至るまで、全国 9校に設置された。当初の定員は

各大学30人計270人であった。

昭和42年の設置以後、特別教科教員養成課程保健

体育科（以後特教保体と略す）の新設はなかった。

広島大学は昭和53年の教育学部改組時に、特教保体

と高等学校教員養成課程を合わせる形で、教科教育

学科体育教育学専修へ移行した。これはゼロ免課程

ではなかった。

昭和63年からは「新課程の設置は教員需給のバラ

ンスが崩れたからである（中略）新課程も課程認定

を受けることは差し支えなく、免許取得を卒業要件

としない課程であると理解して良いm」と文部省

側が説明しているゼロ免課程が特教保体に代わるも

のとして設置され始めた。昭和63年に京都教育大学

では特教保体の定員を残したまま総合科学課程スポ

ーツ健康コースを設置し、東京学芸大学では特教保

表4 戦後における国立大学教員養成学部特別教科教員養成課程保健体育科の変遷
平成 1_1年4月現在

昭和 27年4月1日
昭和 28年4月1日
昭和 28年4月1日
昭和 29年4月1日
昭和 34年4月1日
昭和 40年4月1日
昭和 40年4月1日
昭和 42年4月1日
昭和 42年4月1日

昭和 63年4月1日
昭和63年4月8日

平成元年4月1日

平成 3年4月1日
平成 7年4月1日

平成8年 4月 1日

平成 9年4月 1日

平成 10年4月1日

教育学部特別教科教員養成課程保健体育科設置年月
：改組改称等年月
：改組に伴う募集停止年月

金沢大学教育学部特別教私教員養成課程保健体育科
福島大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
鹿児島大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
広島大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
京都教育大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
束京学芸大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
高知大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
島根大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科
福岡教育大学教育学部特別教科教員養成課程保健体育科

昭和53年 6月 17日改 広島大学教育学部教科教育学科体育教育学専修
昭和 53年6月 17日広島大学教育学部特教保体募集停止

京都教育大学総合科学課程スポーツ・健康コース
東京学芸大学人間科学課程生涯スポーツ専攻

昭和 63年4月8日東京学芸大学教育学部特教保体定員削減
金沢大学スポーツ科学課程生活スポーツ学コース、スポーツ方法学コース、

健康体力学コース
平成元年4月1日 金沢大学教育学部特教保体募集停止

福岡教育大学総合文化科学課程スポーツ科学コース
福島大学生涯教育課程スポーツ健康コース

平成 7年4月1日 福島大学教育学部特教保体募集停止
島根大学生涯学習課程スポーツ科学コース

平成 8年4月1日 島根大学教育学部特教保体募集停止
平成 9年4月 1日改 京都教育大学総合科学課程生涯発達・表現コース、

スポーツ健康マネジメント専攻
平成 9年4月 1日 京都教育大学特教保体募集停止

鹿児島大学生涯教育総合課程健康教育コース
平成 9年4月1日 鹿児島大学教育学部特教保体募集停止

高知大学生涯教育課程スポーツ科学コース
平成 10年4月1日 高知大学教育学部特教保体募集停止

平成 11年4月1日改 福岡教育大学生涯スポーツ芸術課程
スポーツ科学コース設置

半成 11年4月1日 福岡教育大
出典：各大学関係史料、各大学史、各大学平成 12年度入学案内
大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

止
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体の定員を削減し、人間科学課程生涯スポーツ専攻

を設置した。以後、教育学部の部分的、全体的改組

の過程で、順次、特教保体は姿を消していった。平

成元年には金沢大学が特教保体を募集停止し、スポ

ーツ科学課程を新設した。平成3年に福岡教育大学

は特教保体を残しながら、総合文化科学課程スポー

ツ科学コースを新設し、平成7年からは毎年 1校ず

つ、特教保体が募集停止され、生涯教育、生涯スポ

ーツに関するゼロ免の課程が新設された。特教保体

を残していた京都教育大学、福岡教育大学ともに再

改組の際、特教保体を募集停止した。平成11年度に

特教保体は東京学芸大学に残すのみとなった。

少子社会で高校生の減少により、高校教員の需要

が減ること、高齢化社会を迎える中で、体育が学校

体育にとらわれず、社会全般に拡がり生涯体育へ発

展しようとする中で、その指導者養成の必要性から

起きたことであると考えられる。しかし、ゼロ免で

ありながら、各課程とも、中高保健体育科教貝免許

の課程認定を受けているという矛盾を呈している。

こうして、学校教員養成を目的とした教育学部で

あったが、少子社会を迎え生涯教育の指導者養成へ、

スポーツ指導者養成へと変化してきたのである。ゼ

ロ免課程の構成を表5に示した。課程の名称のキー

ワードは Iスポーツ」、「生涯」、「科学」、であろう。

「スポーツ」を含むものはスポーツ科学（金沢）、生

涯スポーツ芸術（福岡教育く新＞）、「生涯」を含む

ものは生涯教育（福島・高知）、生涯学習（島根）、

生涯教育総合（鹿児島）、生涯スポーツ芸術（福岡

教育く新＞）であり、「科学」を含むものは人間科

学（東京学芸）、スポーツ科学（金沢）、総合文化科

学（福岡教育く旧＞）、総合科学（京都教育）であ

る。これらの中で、キーワードを 2つ含む課程名は

スポーツ科学（金沢）、生涯スポーツ芸術（福岡教

育く新＞）である。

課程の下にはコース (1大学は専攻）が置かれ、

課程名には「生涯教育」等を用いていた大学も、そ

の中のコースとして「スポーツ」が用いられる場合

が多い。キーワードは「スポーツ」、「科学J、「健康」

であろう。生涯スポーツ専攻（東京学芸）、生活ス

ポーツ学コース、スポーツ方法学コース、健康体力

学コース（金沢）、スポーツ科学コース（福岡教

育•島根・高知）、スポーツ健康コース（福島）、生

涯発達・表現コース（京都教育く新＞）、健康教育

コース（鹿児島）である。

さらにその下は選修、専修、専攻、系列等に分化

しており、課程名、専攻・コース名より具体的に表

現している。スポーツコーチ選修・専修（東京学

芸•福岡教育）、コミュニティスポーツ選修（東京

学芸）、運動処方選修（東京学芸）、生涯スポーツ専

修（福岡教育）、スポーツ健康専修（福島）、スポー

ツ科学専修（島根）、スポーツ・健康マネジメント

専攻（京都教育く新＞）、健康教育学系列（鹿児島）、

健康連動学系列（鹿児島）、心理臨床学分野（鹿児

島）である。

学校における「保健体育」から「生涯Jにおける

「スポーツ」、「健康」、「運動学」について「科学」

表5 大学教育学部特別教科教育陳程保健体育科の改組等により設置された体育に関するゼロ免課程の構成
並曲 11年4

昭和面毎4月 1日点都教育大学~ ―ース沿ご忍：］轟晶ース ダ緊こ翌農百塁悶・系列・

.....--------------------------------•------•------------------------------•---•--------------------------------------------------------＿＿健康科党専攻---------------------------------昭和63年4月8日東京学芸大学人間科学課程 生涯スポーツ専攻 スポーツコーチ選修
コミュニティスポーツ選修
運動処方滋修

平成元年4ー一月丁甘釜―沢天学―----------＿知仁―ヅ科学課程―------—一＿―-生活尋ーニヅ学ヨ亡ヌ―--- - -----------------------------------
スポーツ方法学コース
”体力学コース

平成忍――毎―i月丁目＿＿―-福岡教脊天学湘筵―文化科学課程―-----•＿哀―バー刃科学戸可―ー一一生涯支印亨専修―-------------------------

平成―--7年『月「日＿―-福島天学―-•-----＿□生涯教育課程：：：：：：：：：：：：：：：：：：ス遼：王翌栂康互王ぇ：：：：二：：：：：＿＿：：――----
スポッコ

平成―--8年―-4月i::s:::::JU!:t:¥.:::::::::::?£:lli スポ-ーーツ..“§量!~:::::::::::::::::::::::·
疇--9年：4月1且＿＿息鷹羹青天学＿贔喜［闘屑 ——— 盃塁五羞晴鼠；三委粛二翌亙翡雙ネージメジト専戎

鹿児島大学 生涯吊柑念吾課程―------＿潅喜康教脊ヨニ文―-------------＿＿健康敦脊学系列―--------------------------
健康運動学系列
心理臨床学分野

忠靡評奮］月｝廿着醤羹贋天年崖監屡嘉良想五面霞輝委靡二渭苓字噂＿＿：一国韮ぇーボーツ専修 ― - -
各大学資料およぴ大学教育研究会監修『全国大学一覧』文教協会、 1999．から作成スポーツコーチ専修



戦後における保健休育科教員投成機関の変遷 7
 

的に「コーチ」、「運動処方」、「マネジメント」でき

る「教育」をしようと変化してきたのである。

④小中課程から体育関係ゼロ免課程の新設

小学校教員養成課程の定員を振り替えてのゼロ免

の総合科学課程が昭和62年に愛知教育大学と山梨大

学教育学部に初めて設置された。その中には体育に

関するコースはなかったが、昭和63年から体育関係

ゼロ免課程が設置され始めた。昭和63年には特教保

体の項で述べた京都教育大学、東京学芸大学のほか、

北海道教育大学教育学部総合科学課程人間社会学コ

ース、横浜国立大学教育学部生涯教育課程社会体育

コース、大阪教育大学教育学部教養学科が設置され、

以後多くの大学に体育関係ゼロ免課程が設置され

た。さらに、わずか10年程度の間に再改組を行った

り、廃止した大学もみられる 12)。これらの中には、

スポーツ関係のコースであっても、中学社会、高校

地歴での課程認定や保健、看護や高校保健体育のみ

での課程認定校も見られる。各大学でこれまでの教

員養成から脱却して、スポーツ、健康、生涯教育を

専門的に学ぶ課程に変化してきたことがうかがえ

る。

⑤教育学部の名称変更

目的養成ではなくなった場合とゼロ免課程の新設

によって従来の教員養成学部は教員養成学部ではな

くなり、学部改組による学部名称変更が始まった。

目的養成ではなくなったものは前述の徳島大学と神

戸大学であった。徳島大学は昭和61年4月22日に教

育学部を改組し総合科学部とした。総合科学部は

中・高の科目は課程認定を受けたが、小学校教貝免

許状の課程認定はないものとなった。これは、後の

他大学の名称変更とは異なるものであった。同じ県

内に昭和56年に設置された鳴門教育大学が、昭和61

年から小学校教員養成課程の学生受け入れを始めた

ことにより（中学校教員養成課程は昭和62年から）、

そちらに任す形となった。神戸大学は平成4年10月

1日に発達科学部とした。中高に加え、小学校教員

免許状の課程認定も受けている。

他の大学は教員養成を含んだ形での名称変更であ

った。平成11年4月までの名称変更を表6に示した。

愛
昭和 61年 4月22日
平成 4年 10月 1日
平成 8年 10月 1日
平成 9年 4月 1日
平成10年 4月 1日

平成11年 4月 1日

教育学部の改組による新学部への名称変更

大学名 平成五~はi月現在
徳島大学 総合科学部
神戸大学 発達科学部
佐賀大学 文化教育学部
横浜国立大学 教育人間科学部
新潟大学 教育人間科学部
秋田大学 教育文化学部
山梨大学 教育人間科学部
福井大学 教育地域科学部
鳥取大学 教育地域科学部
大分大学 教育福祉科学部

宮崎大学 教育文化学部
出典：各大学関係史料、各大学史、各大学平成 12年度入学案内

大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文敦協会、 1999年．

表6

徳島、神戸以外の 9大学は「教育Jに他の用語を加

え、教育学部もあるということがわかる名称である。

加えた用語により新学部名は4種類にまとまる。そ

の用語は、文化3大学、人間 3大学、地域2大学、

福祉 l大学である。これは学部の内容を示すもので、

教育に留まらず、文化あるいは人間、地域、福祉の

科学も学べる学部であることを示すものである。さ

らに、「学J部を 8大学が「科学」部に変更した。
学も科学もScienceであるが、科学の方が科学的と

みなされて好まれる傾向を示している。

⑥小中課程から学校教員養成課程等への統合

教育学部の改組による新学部への名称変更は学部

表7 教育学部等の改組による各種教員養成課程の統合による
「学校教育教員養成課程」等の設置

荏
平成百年

！ 大学名 ：新課程名 （統合し；［霜贔？iば塁且
：茨城大学 ！学校教育教員養成課程（小中）
i宮城教育大学 i学校教育教員養成課程（幼小中）障
：金沢大学 ！学校教員養成課程 （小中高）障
：島根大学 ！学校教員養成課程 （全）
！佐賀大学 i学校教育課程 （全）

平成 9年横浜国立大学 ！学校教育課程 （全）
；富山大学 i学校教育教員養成課程（全）
！滋賀大学 ！学校教育教員養成課程（全）
！鹿児島大学 ！学校教育教員養成課程（小中特）養
！琉球大学 i学校教育教員養成課程（小中） 蓑

平成10年！秋田大学 i学校教育課程 （全）
：新潟大学 閂学校教育課程 （全）
i山梨大学 i学校教育課程 （全）
i静岡大学 i学校教員養成課程 （全）
；岐阜大学 ！学校教育教員養成課程（小中）
！三重大学 i学校教員養成課程 （全）
：山口大学 i学校教員養成課程 （全）
l香川大学 i学校教員養成課程 （全）
：高知大学 ：学校教育課程 （全）
i長崎大学 i学校教員養成課程 （全）

平成 11年 i北海道教育大学：学校教育教員養成課程（幼小中）養
！山形大学 ！学校教育教員養成課程（全）
i福島大学 ！学校教育教員養成課程（全）
i宇都宮大学 i学校教育教員養成課程（全）
埼玉大学 ！学校教育教員養成課程（全）
信州大学 i学校教育教員養成課程（小中）
和歌山大学 i学校教育教員養成課程（全）
岡山大学 ：学校教育教員養成課程（小中）
烏取大学 i学校教育課程 （全）
福井大学 i学校教育教員課程 （全）
愛媛大学 i学校教育教員養成課程（幼小中）障
大分大学 i学校教育課程 （全）

注）他の設謹とは統合した課程以外に設置している学校教育関係の課程
障は障害児教育教員養成課程、養は養護学校教員養成課程

出典：各大学関係史料、各大学史、各大学平成 12年度入学案内
大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

養

養

養
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内に多様な学問を幅広く受け入れたものであったか

ら、従来の教育学部内の課程は統合することになっ

た。例えば、小学校教員養成課程と中学校教員養成

課程の統合は小学校、中学校双方を体系的に学んだ

「学校教育」教員を養成しようというものであった。

しかし、実際は教員削減策である。このような流れ

のなかで、前述の特教保体も廃止されていったので

ある。平成8年から統合が始まり、平成11年度まで

の小中課程を中心にした統合は33大学に達する。表

7に統合年、大学名、課程名 （統合した旧課程）、

統合した課程の他に設置の教員養成課程名を示し

た。養護学校教育養成課程等を他に設置する場合と、

統合した課程中に含む場合とがある。統合後の名称

は学校教育教員養成課程16大学、学校教員養成課程

8大学、学校教育課程 9大学である。 最後のタイ

プは「教員養成Jさえも名称から取り除いている。

(2)国公立大学教員養成を目的としない大学・学部

前述の教員養成を目的とした教育学部は、戦前は

初等教育教員養成を目的としていた師範学校からの

発展であり、戦前は中等教育における体育教員養成

を目的としていなかった。それに対して、新制大学

発足時に教員養成学部以外の体育を主として学ぶ学

科の前身は、主として中等教員養成を目的とした高

等師範学校であった。さらに、旧帝大から発展した

大学や専門学校を母体とした公立大学の中にも開放

的養成により保健体育科免許状を取得できる大学も

現れた。

東京高等師範学校体育科を主母体とする東京教育

大学体育学部は、わが国唯一の国立大学体育学部と

して設置された。しかし、昭和48年に新設された筑

波大学体育専門学群へ移行する形で昭和53年に閉学

した。昭和56年には初の国立体育大学である、鹿屋

体育大学体育学部が新設された。戦前戦中には三校

の女高師に体育科があった。そのうち二校は国立女

子大となった。しかし、お茶の水女子大学文学部教

育学科体育学専攻、奈良女子大学理家政学部家政学

科健康学専攻という具合に体育は一専攻に留まるも

のとなった。表8に示したように両校は改組を重ね

ながら今日に至る。お茶の水女子大学は文教育学部

教育学科体育学専攻、表現体育学専攻を経て昭和57

年には舞踊教育学科として独立した。さらに、芸術

表現教育学科舞踊教育学コースとなっているよう

に、戦前女子に相応しいとされた舞踊を掲げている。

奈良女子大学は文学部教育学科体育学専攻を経て、

平成 7年に人間行動科学科スポーツ科学専攻となっ

た。体育からスポーツ科学へという名称変更の傾向

がここにも見られる。

旧帝大三校の教育学部でも保健体育科教員免許状

を取得することができるようになった。北海道大学

と京都大学では教育学部教育学科（京都大は平成10

年に教育科学科）であった。東京大学は教育学部体

育学科として発足し、体育学健康学科を経て平成7

年には総合教育科学科のなかの身体教育学コースと

なった。三校中最も体育について専門的であるとい

えよう。

教員菱成学部の項で述べた徳島大学総合科学部と

神戸大学発達科学部は、改組後教員養成学部ではな

くなったが、中・高の保健体育科については課程認

定を受けている。

表 9に示した専門学校から発展した公立の大阪女

子大学学芸学部、大阪市立大学家政学部（昭和50年

から生活科学部）でも開放的教員養成により昭和29

年には保健体育科教員免許状の課程認定を受けてい

たが、今日は課程認定されていない。

大阪市立大学では、保健体育科教職課程を家政学

部に設慨し、毎年、各学部からの数名程度の履修希

望者があったが、「1975年（昭和50) 家政学部が生

活科学部に改称されると同時に、その課程の存続が

文部省より認められないという理由で廃止された

13)」と記されている。

大阪女子大学は平成11年度に人文社会学部と理学

部の 2学部となるまでは設立当初から学芸学部のみ

の大学であり、当初は教員希望者が多く、例えば昭

和55年の卒業生の約半数は教員となっている 14)0 

昭和25年10月に保健体育免許課程設置を決定し、昭

和27年 5月27日に文部省通牒により、体育免許を与

えるための体育専門科目を生活科学科内におく 15)

としていた。その後、昭和35年に生活科学科は生活



戦後における保健休脊科教且養成機関の変遷

，
 表8 戦後における国立大学教員養成学部以外の体育を主として学ぶ学部学科等の変遷

（体育学部、他学部体育学科、他学部他学科体育専攻等） （保健体育科教員免許状課程認定校）
平成 11年4月現{

大学学部の体育関係学科等初設置年月
：学科増設学部改組等年月
：増改等に伴う旧学部学科等募集停止年月

昭和 24年 5月 東尽教育大学体育学部体育学科
同 武道学科
同 健康教育学科

昭和 24年 5月 お茶の水女子大学文学部教育学科体育康学専攻（（女）） 
昭和 24年 5月 奈良女子大学理家政学部家政学科健 学専攻 女
昭和 24年 5月 東京大学教育学部体育学科体育学講座

同 健康教育講座
昭和 24年 5月 北海道大学教育学部教育学科
昭和 24年 5月 京都大学教育学部教育学科

昭和 25年 4月改 お茶の水女子大学文教育学部教育学科体育学専攻（女）
昭和 27年 4月改 奈良女子大学文学部教育学科体育学専攻育（女学） 
昭和 31年 12月改東京大学教育学部体育学健康教育学科体 コース

健康教育学コース
昭和 45年 6月改 お茶の水女子大学文教育学部教育学科表現体育学専攻（女

昭和 48年 10月 筑波大学体育専門学群
(49年4月受け入れ）

育昭学和部5体3年 3月 東京教育大学閉学
昭和 56年 10月鹿屋体育大学体 育・スポーツ課程
(59年4月受け入れ） 武道課程

昭和 57年 4月改 お茶の水女子大学文教育学部舞踊教育学科（女）
平成 7年 4月改 奈良女子大学文学部人間行動科学科スポーツ科学専攻（女
平成 7年 4月改 東京大学教育学部学総合教育学科学科身体教育育学コース
平成 8年 4月改お茶の水女子大文教育部芸術表現教 学科舞踊教育

学コース（女）学
平成 10年 4月改京都大学教育 部教育科学科

教員養成学部の学部全体の改組により教員養成学部ではなくなったもの
昭和 61年 4月 徳島大学総合科学部総合科学科
平成 4年10月 神戸大学発達科学部人間行動・表現学科身体行動論コース

平成 5年 4月改 徳島大学総合科学部人間社会学科人間行動研究コース
出典：各大学関係史料、各大学史；各大学平成12年度入学案内
大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

注： （女）は女子のみの入学

表9 戦後における公立大学体育以外の主専攻での保健体育科教員免許状課程認定校の変遷
‘'11 4月

大学学部関係学科等初設置年月
：学科増設学部改組等年月
：増改等に伴う旧学部学科等募集停止年月

昭和 24年 2月大阪市立大学家政学部 昭和 29年中高保体課程認定
昭和 24年 2月 大阪女子大学学芸学部（女） 昭和 29年中高保体課程認定

昭和50年 1月改 大阪市立大学生活科学部
昭和 50年度限り大阪市立大学生活科学部中高保体課程認定取りやめ
昭和 54年3月限り大阪女子大学学芸学部中高保体課程認定取りやめ

出典：各大学関係史料、各大学史、各大学平成 12年度入学案内
大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

注： （女）は女子のみの入学

理学科となり、さらに昭和51年に基礎理学科となる

が、改組の課程で「教科に関する専門科目への協力

が得られなくなったことから、 1979年3月限りで廃

止のやむなきにいたった。その間134名が免許状を

取得している 16)jとし、保健体育科教員免許状の

取得を停止した。

両大学ともに、次第に当該学部の専門性が強化さ

れたことから、保健体育科教員免許状を手放したこ

とになろう。
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表 10 戦後における私立大学 (4年制）体育を主として学ぶ学部学科等の変遷

（体育学部、他学部体育学科、他学部他学科体育専攻等） （保健体育科教員免許状課程認定校）

大学学部の体育関係学科等初設置年月
：学科増設学部改組等年月

：増改等に伴う旧学部学科等募集停止年月

昭和 24年 3月 日本体育大学体育学部体育学科
昭和 26年 3月 順天堂大学体育学部体育学専攻（男）

同 健康教育専攻（男）

昭和 30年 2月 天理大学体育学部体育学科
昭和 33年 1月 国士舘大学体育学部体育学科（男） 昭和 36年4月 女子入学

昭和 33年 1月 日本大学文理学部教育学科体育学専攻
昭和 34年 1月 中京大学体育学部体育学科
昭和 37年 1月 東京女子体育大学体育学部体育学科（女）

昭和 37年 3月改 日本大学文理学部体育学科独立

平成 11年4月現在

昭和 37年度から日本大学文理学部教育学科体育学専攻募集停止

昭和 37年 3月増 日本体育大学体育学部健康学科
昭和 37年 3月増 中京大学体育学部健康教育学科

昭和 37年 12月 武庫川女子大学文学部教育学科体育専攻（女）

昭和 38年 1月 中京女子大学体育学部体育学科（女）
昭和 39年 4月 早稲田大学教育学部教育学科体育学専修（男）

昭和 40年 1月増 日本体育大学体育学部武道学科
昭和 40年 1月 日本女子体育大学体育学部体育学科（女）
昭和 40年 1月 大阪体育大学体育学部体育学科

昭和 41年 12月増 中京大学体育学部武道学科

昭和 42年 1月 東海大学体育学部体育学科
昭和 42年 1月 仙台大学体育学部体育学科

昭和 42年 12月増 東海大学体育学部武道学科

昭和 44年 2月 福岡大学体育学部体育学科

昭和 46年 1月増 東海大学体育学部社会体育学科
昭和 46年 1月改 順天堂大学体育学部体育学科（男）

同 健康学科（男）

昭和 46年度から順天堂大体育学部体育学専攻，健康教育専攻は募集停止

昭和 49年 12月増 日本体育大学体育学部社会体育学科

昭和58年 12月 国際武道大学体育学部武道学科
同 体育学科

昭和 61年 12月改 早稲田大学人間科学部スポーツ科学科

昭和 62年度から早稲田大学教育学部教育学科体育学専修は募集停止

平成 2年 12月 川崎医療福祉大学医療技術学部健康体育学科
平成 4年 12月改 順天堂大学スポーツ健康科学部スポーツ科学科

同 スポーツマネジメント学科（課程認定なし）

同 健康学科

平成5年度から順天堂大学体育学部学生募集停止
平成 6年 12月増 仙台大学体育学部健康福祉学科
平成 6年 12月改 中京女子大学健康科学部健康スポーツ科学科（女）

平成7年度から中京女子大学中京女子大学体育学部体育学科募集停止

平成 8年 12月増 大阪体育大学体育学部生涯スポーツ学科

平成 9年 12月改 福岡大学スポーツ科学部スポーツ科学科

同 健康運動科学科

平成 10年度から福岡大学体育学部体育学科募集停止

乎成10年12月改 日本女子体育大学体育学部運動科学科（女）
同 スポーツ健康科学科（女）

平成 11年度から日本女子体育大学体育学部体育学科募集停止

出典：各大関係史料、各大史、各大平成 12年度入案内

大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

注： （男）は男子のみの入学、（女）は女子のみの入学で記載なしは共学
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(3)私立大学

①体育を主として学ぶ大学学部学科等

表10に17私立大学の体育を主として学ぶ学部学科

等の変遷を示した。一般に体育系大学と称されてい

る大学である。昭和24年の新制大学発足時は、日本

体育会体操学校からの発展である日本体育大学体育

学部体育学科のみであった。その後新設が続き、新

設のピークは 8校設置の昭和30年代であり、昭和50

年代、平成は各 1校のみである。大学、学部新設時

には 3校17)以外は全て「体育J学科、専攻、専修

のみでの設置であった。体育学科は保健体育科教員

養成の目的の強いものであり、これは体育学部の特

色でもあった。

昭和37年以後、学科増設、学部の改組が始まり、

平成2年を最後に新設は皆無で学科増設や学部改組

のみになっている。学科増設には年代的な特色が見

られ、昭和37年の健康学科、健康教育学科、昭和40

年、 41年、 42年の武道学科、昭和46年、 49年の社会

体育学科、平成6年の健康福祉学科、平成8年の生

涯スポーツ学科である。これらの学科は全て保健体

育科教員免許状の課程認定を受けているが、従来の

学校体育の指導者養成から、健康、社会体育、福祉、

生涯スポーツ指導者養成への広がりを示すものであ

る。

昭和61年からは、学部改組が始まった。昭和61年

の早稲田大学は教育学科中の専修から、新設の人

間科学部スポーツ科学科へと発展したものである。

平成4年の順天堂大学は体育学部をスポーツ健康科

学部に改組し、スポーツ科学科、スポーツマネジメ

ント学科、健康学科とした。「体育」から Iスポー
ツ」 ・ 「健康」 ・ 「科学」へという名称変更は社会

の動向を反映したものである。スポーツマネジメン

ト学科は保健体育科教員免許状の課程認定を受けて

いないもので、教員養成から脱却したものである。

平成6年に中京女子大も健康科学部健康スポーツ科

学科とし、平成 9年に福岡大学はスポーツ科学部ス

ポーツ科学科、健康運動科学科とした。平成10年の

日本女子体育大学は「体育学部」名を残した改組で

あるものの学科名を運動科学科、スポーツ健康科学

科とし、他大学と同様の傾向を持つ改組であった。

②体育以外の主専攻での保健体育科教員免許状課程

認定校

体育を主専攻としていない大学であっても、課程

認定を受けていれば、保健体育科教員免許を取得で

きる。表11に示した大学は学科のレベルに体育は見

られず、さらに体育に関して専攻分離していない。

昭和24年2月設置の玉川大学文学部教育学科では当

初より中高保体科免許状の取得が可能で、最初の卒

業生から保健体育科教員免許状取得者がおり 18)、

昭和29年には課程認定校となり今日まで続いてい

る。体育関係の専攻は教育学科中の履修上の区分と

している。昭和24年2月設置の中央大学一部二部の

文学部でも、昭和29年には課程認定されたが、昭和

表 11 戦後における私立大学 (4年制）体育以外の主専攻での保健体育科教員免許状課程認定校の変遷
平成11年 4月現在

学科等初設置年月
：学科増設学部改組等年月
：増改等に伴う旧学部学科等募集停止年月

昭和 24年 2月玉川大学文学部教育学科 昭和 29年中高保体課程認定
昭和 24年 2月 中央大学第一部文学部（文学科、史学科、哲学科）昭和 29年中高保体課程認定
昭和 24年 2月 中央大学第二部文学部（文学科） 昭和 29年中高保体課程認定
昭和 41年 1月 国士舘大学文学部教育学科教育学専攻 昭和 41年中一高二保体課程認定
昭和 43年 12月 立正女子大学教育学部初等教育課程体育専修（女）昭和 46年中二保体課程認定

昭和 44年度から中央大学第一部第二部文学部課程認定なし
昭和 51年 7月 立正女子大学、文教大学に改称 52年度から男女共学
平成8年度から文教大学教育学部初等教育課程体育専修中一種高一種認定
碩丸10年 4月改 文教大学教育学部学校教育課程体育専修

出典：各大学関係史料、各大学史、各大学平成12年度入学案内
大学教育研究会監修、平成 11年度全国大学一覧、文教協会、 1999年．

注： （女）は女子のみの入学
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表 12 戦後における体育を主として学ぶ短期大学の変遷
中学校保健体育科教員免許状課程認定校 平成 11年4月現在

体育関係学科等初設置年月
：短大、学科名称変更年月
：学科等募集停止廃止年月

昭和 25年 3月 長崎県立女子短期大学体育科
昭和 25年 3月 東京女子体育短期大学保健体育科
昭和 25年 3月 東京女子大学短期大学部体育科
昭和 25年 3月 日本女子体育短期大学体育科
昭和 25年 3月 中京女子体育短期大学体育科
昭和 25年 3月 熊本短期大学社会科第一部（共学）

同 第二部（共学）
昭和 26年 10月 天理短期大学保健体育科（共学）
昭和 28年 3月 日本体育大学女子短期大学体育科
昭和 30年 4月 武庫川学院女子短期大学体育科

昭和 31年3月 天理短期大学保健体育科廃止
昭和 31年 4月 国士舘短期大学体育科 (3年制） （男）

昭和 32年3月 長崎県立短期大学に名称変更
昭和 32年4月 天理大学女子短期大学部に名称変更
昭和 33年4月 武庫川女子短期大学に名称変更
昭和 35年3月 国士舘短期大学体育科廃止

昭和 36年 4月 岡山県立短期大学体育科（共学）
昭和 37年3月 東京女子大学短期大学部体育科廃止

昭和 37年 4月 三島学園女子短期大学体育科
昭和 38年 4月 大阪成践女子短期大学体育科
昭和 38年 4月 九州女子短期大学体育科

昭和 39年 10月 中京女子大学短期大学部に名称変更
昭和 40年度 北海道女子短期大学体育科
昭和 41年度 南九州短期大学体育科（共学）

昭和 42年度 日本女子体育短期大学体育科体育専攻
舞踊専攻

昭和 44年4月 長崎県立女子短期大学に名称変更
昭和 45年度 北海道女子短期大学保健体育科に名称変更
昭和 46年4月 大阪成践女子短期大学体育学科に名称変更
昭和 48年度 東京女子体育短期大学保健体育学科に名称変更
昭和 49年度から三島学園女子短期大学体育科学生募集停止
昭和 49年9月三島学園女子短期大学体育科廃止
昭和 51年3月 南九州短期大学体育科廃止

昭和 51年度 中京女子大学短期大学部体育学科に名称変更
平成元年度 武庫川女子短期大学体育学科に名称変更
平成2年度 熊本短期大学社会科第一部生涯スポーツ専攻に専攻分離（共学）

平成3年 2月 武蔵丘短期大学健康生活学科健康・体育専攻（共学）
平成4年」2且岡山県立大学短期大学部健康福祉学科健康体育専攻（共学）

平成5年度から岡山県立短期大学体育科学生募集停止
平成6年度限り岡山県立短期大学体育科廃止

平成6年4月 熊本学園大学短期大学部に名称変更（共学）
平成6年度から熊本学園大学短期大学部社会科第二部学生募集停止

平成8年度 熊本学園大学短期大学部社会科社会科第一部、社会専攻、
生涯スポーツ専攻の専攻分離廃止（共学）

平成9年4月 北海道女子短期大学保健体育学科に名称変更
平成9年8月 熊本学園大学短期大学部社会科第二部廃止
平成 10年度から熊本学園大学短期大学部社会科第一部学生募集停止
平成 10年度から長崎県立女子短期大学体育科募集停止
平成 11年度から日本女子体育短期大学体育科募集停止

出典：各短期大学関係史料、各短期大学史、各短期大学平成 12年度入学案内
短大・高専教育研究会監修、平成 11年度全国短期大学・高等専門学校一覧、文教協会、 1999年．

註：（共学）共学、（男）は男のみの入学、記載なしは女子のみの入学
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44年度からは取りやめている 19）。一部は文学科、

史学科、哲学科から成り、二部は文学科のみである

が保健体育科教員免許が取得できたのである。昭和

41年 1月設置の国士舘大学文学部教育学科20)、昭

和43年設置の立正女子大（現文教大学）初等（現学

校）教育課程も今日まで課程認定校である。

(4)短期大学

表12に体育を主として学ぶ短期大学学科の変遷を

示した。全校が中学校の保健体育科教員免許状の課

程認定校である。県立は長崎県と岡山県にのみに設

置され、他は私立であり、国立は皆無である。わず

かを除いて女子短大であるところに短大の特色があ

る。戦前の専門学校は新教育制度により、大学ある

いは短大に発展したが、女子専門学校の多くが昭和

25年3月に女子短大となった。体育に関しては戦前

からの女子のみの体育教員養成機関 3校は全て女子

短大（東京女子体育、日本女子体育、中京女子）と

なり、その後、各校共に女子短大を残しながら昭和

37 (1962)年以後女子大学を設置した。

昭和25年の新制度発足時に 6校が設置され、その

後昭和41年まで設置が続いた。これは戦後の児童生

徒急増期で、体育教師不足から中学の体育教師養成

の任を担ったものであった。しかし、昭和41年まで

に設置された16校の内、 9校が現在までにすでに廃

止、あるいは募集停止されている。これは4年制体

育系の廃止が皆無であることに対し、短大の置かれ

た事情を語っている。 9校の内、天理短大、国士舘

短大、日本女子体育短大の 3校は4年制への発展的

廃止であり、岡山県立短大は改組による新短大へ移

行である。 5校は使命を終えての廃止である。その

うち、東京女子大短期大学部、三島学園女子短大21)、

南九州短大の 3校は10年余りで廃止したが、長崎県

立女子短大、熊本短期大学は半世紀に亘る歴史を間

もなく閉じる。

昭和41年から四半世紀に亘り新設置はなかった

が、平成3年、 4年に共学の健康を掲げた短大が設

置された。教員養成から、健康の指導者養成への変

化が短大でも見られるのである。

まとめ

新教員養成制度は無条件開放制から昭和28年に課

程認定による制限的開放制となった。免許基準は昭

和29年の改正で基礎が作られ、次第に画ー化されて

きた。課程認定校からみて、国立大学教育学部特別

教科教員養成課程保健体育科の設置と廃止、国立大

学教育学部体育関係ゼロ免課程の設置、私立大学体

育関係学部の増加が戦後の保健体育科教員養成機関

の変遷の特色である。

国立大学教員養成学部では、小中の課程において

も高校の教員免許は取得できる制度であり、高校教

貝養成のための課程は当初、 2大学のみで平成8年

からは皆無となった。高校教員不足を補う臨時の施

策として、特別教科教員養成課程保健体育科が昭和

27年から昭和42まで全国 9校に設置された。昭和63

年からは免許取得を卒業要件としないゼロ免課程が

特教保体に代わるものとして設置され始め、特教保

体は順次廃止され、平成11年度は 1大学に残すのみ

となった。教員が過剰となり、社会全般の生涯体育

指導者養成の必要性から起きたことである。ゼロ免

でありながら、教員免許の課程認定を受けていると

いう矛盾を呈している。

教育学部は生涯教育の指導者養成へと変化し、学

校における「保健体育」から生涯の「スポーツ」指

導者養成へと変化してきた。

小学校課程の定員を振り替えてのゼロ免の総合科

学課程が昭和62年に設置され、昭和63年から体育関

係ゼロ免課程が設置された。各大学とも、教員養成

から、スポーツ、健康、生涯教育を専門的に学ぶ課

程に変化してきた。

ゼロ免課程の新設は、教育学部から文化あるいは

人間、地域、福祉の科学も学べる学部であることを

示す学部名称変更をももたらした。養成課程は小中

体系的に学んだ「学校教育」教員を養成しようとい

うものへと変化した。

教員養成学部以外の体育を主として学ぶ国立大学

の前身は、主として高師・女高師であった。そのほ

かに、国公立大学の中にも開放的養成により保健体
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育科免許状を取得できる大学も現れた。

新制大学発足時の体育系私立大学は 1校のみで、

体育を主専攻としない大学の課程認定校もあった。

その後、昭和30年代の8校ピークに体育系大学新設

が続いた。保健体育科教員養成の目的の強い「体育」

学科での設置が多かった。昭和37年以後、学科増設、

学部の改組がはじまり、平成2年を最後に新設は皆

無で学科増設や学部改組のみになっている。これら

は保健体育科教貝免許状の課程認定を受けている

が、学校体育の指導者養成から、健康、社会体育、

福祉、生涯スポーツ指導者養成への広がりを示すも

のである。さらに昭和61年からは、学部改組が始ま

った。「体育」から「スポーツ」 ・「健康」 ・「科

学」へという名称変更は社会の動向を反映したもの

であり、教貝養成から脱却したものである。

新制度発足時に体育を主として学ぶ短大は 6校が

設置され、その後昭和41年まで設置が続いた。これ

は戦後体育教師不足から中学の体育教師養成の任を

担ったものであったが、 4年制体育系大の廃止が皆

無であることに対し、すでに約半数が廃止した。 4

年制への発展的鹿止や、短期、長期での使命を終え

ての廃止である。短大の多くは女子短大であった。

平成 3年、 4年に共学の教貝養成ではなく、健康を

掲げた短大が設置された。

戦後における保健体育科教員養成機関は増加した

が、教員の需給関係、社会の変化から、教員免許状

の課程認定は受けながらの生涯スポーツ、健康等の

の指導者養成へとその目的を拡大してきた。

今後は各教育機関の教育内容の特色、保健体育科

教員免許状取得者数、国立大学教育学部体育関係ゼ

ロ免課程の変遷等について報告したい。

註）

l)掛水通子 (1981)、明治期における女子体育教

員養成機関に関する歴史的研究、東京女子体育大

学紀要第16号、pp.1-12. 掛水通子 (1986)、大正

期における女子体育教員に関する研究ー女子体操

科教員養成機関と中等学校体操科教員免許状女子

取得者について一、東京女子体育大学紀要第21

号、pp.13-25. 掛水通子 (1988)、「体操教員養成

制度の成立と展開」成田十次郎編、スポーツと教

育の歴史、 p.100.

2)前田幹夫 (1988)、「指導者養成の移り変わり」

成田十次郎編、スポーツと教育の歴史、 p.132.
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資料からの誤記もみられ、開放的養成によって保

健体育科免許状を取得可能であったその他の大学

や、短期大学については記していない。

5) 例えば、文部省教職員課教員養成•免許制度研

究会編、教員免許ハンドブック課程認定編、第一

法規．には平成2年以後についての課程認定校が

掲載されているが、加除式となっているため最新

情報のみで、変遷を追うことはできない。

6)国立大学協会教員養成制度特別委員会 (1972)、

教員養成制度に関する調壺研究報告書ー教員養成

制度の現状と間題点ー、 p.40.

7) 文部省教職員課教員養成•免許制度研究会編

(1990)、教員免許ハンドブック 法令・解説編、

第一法規、 p.54.

8) ゼロ免課程とは教貝養成大学・学部の教員養成

以外の新課程のことである。清野きみ (1991) は

l2．教員免許取得を卒業要件としない課程 ゼ

ロ免コース発足の背景J日本家政学会誌42:10、

p.895で「ゼロ免コースとは、教員養成課程にあ

りながら教員免許を取得せずに卒業出来る課程の

ことをいい、教育系大学にとっては全く新しい課

程であるため、新課程ともいわれているコースの

ことである」と述べている。羽田貴史 (1997) は

「教員養成大学・学部をめぐる状況と間題構造」

教育学研究第64巻第1号、 p.70で［この10年ほど、

児童減少に伴う教員採用率の低下は、国立教員養

成大学・学部の改組を促進してきた」として、四

つの変化を挙げており、「第 1に、教員養成を目

的とする学部に『非』教員養成課程が（結果的に
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免許取得が可能とはいえ）広範に存在するように

なった」と述べている。したがって、「ゼロ」免

課程と「非」教員養成課程は同義となる。

昭和62年4月 1日設置の愛知教育大学および山

梨大学の総合科学課程がそのはじめである。

9)後掲の主要参考文献38によると、学芸大学は国

立大学が2校以上設置できた人口300万人以上の

都道府県で、総合大学へ統合されなかった旧師範

学校を母体として学芸学部のみの単科大学として

設置されたものである。昭和41年4月に東京を除

いて教育大学と改称された。教育学部は旧制高校

を含んで総合大学に統合された大学での、教員養

成を主目的とした学部である。学芸学部は旧制高

校を含まない総合大学に統合された大学で教員養

成と一般教育を担当した学部である。学芸学部は

昭和41年4月に教育学部と改称した。（秋田大学

は42年）

10)国立大学協会教貝養成制度特別委員会 (1972)、

教員養成制度に関する調査研究報告書ー教員養成

制度現状と問題点ー、 p.39.

11) 山田昇監修・解説 (1998)、大学における教員

養成国立大学協会教員養成制度特別委員会報告書

別冊解説書、大空社、 p.62.

12)全国立大学教貝養成学部のゼロ免課程の変遷表

は紙幅の都合で次の機会に譲る。

13)大阪市立大学百年史絹集委員会 (1983)、大阪

市立大学百年史部局編下巻、大阪市立大学、

Pp.1154. 
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15) 70年史編集委員会 (1994)、大阪女子大学70年
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16) 70年史編集委員会 (1994)、前掲書15)、P.135.

17)順天堂大学体育学部は、医学部との連携から当
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園五十年史、玉川学園、 p.232.
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21)三島学圃短大は昭和49年に募集停止するが、三

島学園創立八十周年記念誌編集委員会 (1983)、

三島学園創立八十周年記念誌、学校法人三島学園、
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9.京都教育大学体育学科、特修体育学科沿革史緬
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